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打r*康事がそhr)ttfLlHL淑 tiと耕ナること,塩事Db9kJ.1止at台thこと,aiA珪D

ないこ上,属事,軒Lkアンモン上も大kiJ麦作ヲJFZir†ナ-,イトD可丑性に守DLf3ること,

I?.九と7kと7;ぷ 三l托ftJR的に悠訴的に3,生れ慈しT3もことqFLO何点tFrする亡とt利用し薪炭

Ei経と蝿分とナも,())耗ニト廿19七yン応rLTイナYイト,(2)即 たrlナVイト,(3)

仲It4ごとこtTlLrtTtrllIII.1古い')一l'lT:.

rl EiI ill

ユ.梁川は雅の上吐分は柵 71･tlである*:,之臼
体は ())可租tb;黙ヽから陛史Tイナマイトの成分

としてその介71丑に巨は がもI)(2)それ自体の雌確

低は余 J)人でlLい (31現糊仕があろ,呼の欠･rW;ち
る｡指しfldtアン+ンはき奴 と如 ･らその成分をTiっ

て抱合成約に叙述Lmて'R銃でもろ肋 :あら｡この

長所と伯えで且 (JII_>日‡)の欠氏を補い紺ろものと

して脚 はf)地 謡の制川にⅥ11して二L:梁川は猶とし

ての制目に付6r兜を行った.

rT 基 杜 的 世 才

多故の試Jb_q盟にflて洪ギb')研究を行ったカ:,牝払

L二はそのIlの代炎的の例に付てのみ迷べろ｡

相成を点1 に,j一十 ｡ 'ヾは朕派.ttL規鼠新.fi■叔

〆T;rンがl価lT′キンと)拙 也を作りそれuttで
可軌 を/Ji5Tろこと,.11ぴlrgの出合視が爆発性を祁

す ることを利IuL,-トL･〆ltIンyA･の合イ経 を

穣資に?.tじた捗Erイナマイトである｡

議 1 11の ･Y!(._lトt･fHH ン1,細 とすら

現状′イナylトで.tkTイナLrイトを空に拶 抑 こ

したもの●Cもろ｡
苅1円 の ･tは包榊 としてJtも田 的なf l r

EZナ フタ .IyS,lJ洲 することLこ佑L),虫も1五折的1_'b)

紋はtE;引lJろことをJl的として居ろ｡

_1号.∫.共に>丑の印X*Bi第5･含有するが.也Xを

含まJ)から棚 yスの如き才榔 qスを発生することカ･

無 い ｡

_～.I,_14はそiLぞれ Jq の及朗 {_/トリュトpZ.〟

*-A･又は-十･/-yンLこしたもので.之等の棚

が多Jtに'Ate5に池 .されるH L-なった切台を-与え'(

郎 的にもげ'Cもろ｡

訳2に -I-増野の性椎の計31班を計デ｡hJlLもその

は 発よすルf-は托ダイ･/Yイト,gr朗ダイナマイト

に近 く.史井倉イi丑が多く淋 合祁丑が少い711は朔故

律 だ>rZ,にIL吋yス･一･欣化鮒 :生起するA･1依性を出
す,-3に講すすろと思はれる｡

J13に JL'ぼ発の雌発位階 こ粥すろ甜 棚 の桃邦

を訳す●-1',-V3畑野はそれ日経姉娘'Cは比W 'GW (･

あ0,この.(.･,7'/1)カの人光政川ほ野たるIT(LtrLLmOn

に類似しているが百官ITeZ(也rBiTイ)に新AJfイブ

マイトをIEJJlLT=ゆ合にはみ哩也 も見好で触 鼓も

大と1=ろので,確 の岩石irqU勺での昇鼓力F'一良好で

もろとちえられ之は発故Rt3C強められた也である.

- ブス拝gtb:地政 トさいのはこgTJ拭恥 :小繋土で
mBtSt簸て71はれる為でもろ.


